
 
梅雨時期というのにとても晴れて気持ちの良い６月２１日（火）、大竹高校１年生との交流

会を行ないました。午後からのレクリェーションの時間を利用しての交流会でした。到着後

は緊張で笑顔も少しぎこちない１年５組の皆さんでしたが、唱歌「ふるさと」をデイサービ

ス利用者さんと合唱。歌い終わるとホッとした表情に変わり、少し肩の力も抜けたよう。は

にかんだ笑顔が印象的でした。 
 合唱の後は生徒の皆さんが用意されたプログラムにより、グループに分かれての交流会で

す。風船バレー、風船送りゲーム、トランプ、将棋、手遊

びと、多種多様。利用者さんには希望されるプログラムに

分かれていただき、デイルームと地域交流スペースには、

にぎやかな交流の輪が広がりました。 
 利用者さんに、「皆さんのお孫さんと同じくらいの生徒

さんですね。」と お話すると「いいえ、ひ孫と同じくら

いですよ。」と答えられる方もたくさんおら

れ、利用者さんも若い世代との交流を心か

ら喜んでおられたようでした。 
短い時間でしたが、楽しいひとときでした。大竹高校の皆さんありがとう                         

ございました。（川本 恭子） 
 
 
 
 
   
                                  
   
木々の緑もようやく深くなったころ、リフレッシュデイ

サービスでは６月９日（木）に栗谷小学校中学校との交流

会を行い、柏餅を作りました。 
リフレッシュ利用者の方々が柏餅の作り方を優しく教え

られました。 
中学生の 生徒さんは、器用に

上手に作ら れ、小学生の生徒さ

んはまだま だ小さい手で一生

懸命に柏餅作りに参加していました。                  

 中学生の頼もしいお姉さん･お兄さんと、可愛らし

い小学生の生徒さんとのほのぼのとした触れ合い。そして、それを優し

く見守るリフレッシュ利用者の方々との、楽しくにぎやかなひと時とな

りました。（新井 由美） 
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